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 最近, 欝腔外科臨床では, 歯槽堤形成や顎裂部の骨性癒合を目的として, 結膜骨膜弁下への骨
 移植が試みられることが多い。 その際, 自家新鮮骨移植は, 生蕃, 骨置換などが良好であるため
 常用されている。 しかし, 骨採取部に対しても手術侵襲を要し, 採取骨量にも制限があ り, 窪
 た, 手術時間も長くなることが欠点とされている。 そこで, 自家新鮮骨に代わるものとして, 同
 種骨や入手し易い異種骨を用いるための処理方法や全くの人工 的骨代胴物など各種 の 移 嬉 材料が
 研究されている。
 近年, Urlst らは, O. 6N 塩酸脱灰骨を原料としたゼラチン化脱灰骨を開発し, その優れた骨
 形成促進能を実験的に証明し, 移植材料としての応用の可能性を示唆してい る。 今回, 著者は,
 顎裂部の骨膜下への骨移植を想定し, 移植部位として上顎骨に近い層板骨であるラッ ト頭頂骨 部
 を選び, ゼラチン化脱灰骨などの各種移植材料をその骨膜下に重層移植, いわゆる o漁y graft
 することによ り移槙片の骨 形成 促進能を比較 検討した。
 移植材料として, Sponge紳, 自家新鮮皮質骨, ゼラチン化同種脱灰骨 (ブ・ックと細片), 骨膜
 側に自家新鮮海綿骨・骨髄を添撫 したゼラチン化同種脱灰骨, ゼラチン化異種脱灰骨, ゼラチ ソ化
 同種脱灰歯を用い, それぞれ, i, 3, 5, 欝週後に屠殺し病理組織学的に検索した。 その結果は
 次の通りであった。
 (1〉 ラット頭頂骨部の骨膜下 oniay gr謡 により, 移植片部に形成された新生骨と母床骨との
  癒合状態を観察することがでぎた。
 (2〉 移植片周辺部の母床骨表層のつなぎどめ仮骨の形成およびそれと移植片部に 形成された新
  生母との癒合は, 移植片と母床骨との癒合に密接に関与するものと考えられた。
 (3) 慮家新鮮骨移植の成績が最も優れていた。
 (4〉 ゼラチン化同種脱灰骨は, ・10週間の短期実験でみる限りでは良好な骨形成 促進能を有して
  いたが, 個体によっては, 移植片の吸収が不良なものや骨形成, 骨成熟の遅れるものなどが
  認め られた。
 (5〉 ゼラチン化異種脱灰骨では組織反応が強く, ゼラチン化同種脱灰骨と比較して, 骨形成促
  進能が劣っていた。
 (6〉 ゼラチン化同種脱灰歯は, ゼラチン化異種脱灰骨より骨形成促進能は優れていたが, ゼラ
  チン化同種脱灰骨よりは劣っていた。
 今回の骨膜下 Gniay graft 実験により以.とのことが明らかになったが, ゼラチン化脱灰骨移植
 では, 移植片作製段階での免疫学的抗原性の除去が重要と考えられ, 脱灰連続処理を含めて, 今
 後さ らに検討する必要があろ う。 ゼラチン化脱灰歯移植でも 同様のことが考え られる。
2
審査結果要旨
 咬合管理中の口蓋裂患者で顎裂部瘻孔を閉鎖すると同時に骨欠損部に新鮮自家海綿骨 移 植 を 施
 行して, 歯槽骨の連結, 歯牙の移動や長期保存に役立てようとする試みが行なわれている。 しか
 し, この際, 腸骨などの骨採取部に対する余計な侵襲を必要とすることや採取量に限度があること
 が欠点である。 著者は, 新鮮自家骨に代わる移植材料として, Urist らが 0.6規定塩酸脱灰連続
 処理 して作製 したゼラチ ソ化脱灰骨を応用 する可能性について基礎的研究 を行ないたい と考 えた。
 実験方法として, 顎裂部の骨膜下への骨移植を想定し, 上顎骨に近い層板骨であるラット頭頂
 部を移植部位として選び, ゼラチン化脱灰骨および他の移植材料を骨膜下に重膠移植, いわゆる
 。強lay gra{t することによって移植片の骨形成促進能を比較検討することにした。 移植材料とし
 て, Spongei⑪, 新鮮自家皮質骨 (脛骨), ゼラチン化同種脱灰骨(ブPックと細片)・ 骨膜側に自家
 海綿骨。骨髄を添加したゼラチン化同種脱灰骨, ゼラチン化異種 (家兎) 脱灰骨およびゼラ チン
 化同種脱灰歯を用い, Wlster 系ラット (雄, 体重約2503) の各群20匹 (合計160匹) に移植し,
 それぞれ, 1, 3, 5, 10週後に5匹ずつ罵殺し, 1病理組織学的に検索した。 その結果は次の通り
 であった。
 (i〉 ラット頭頂部の骨膜下 o嚢1ay graft により, 移槙片部に形成された新生骨と母床骨との癒
 合状態について観察することができた。 すなわち, 移植片周辺部の母床骨表層のつなぎどめ
 仮骨の形成およびそれと移植片部に形成された新生骨との癒合は, 移植片と母床骨との癒 合
  に密接に関与するものと考え られた。
 (2) 新鮮自家骨移植の成績が最も優れており,移植腎の吸収と骨新生および母床骨との癒合の経
 過を観察することができた。
 (3) ゼラチン化同種脱灰骨は, io週間の短期実験でみる限り, 良好な骨形成促進能と母床骨と
 の癒合状態を示したが, 個体によっては部分的に移植片の吸収が不良なもの, 骨形成や母床
 骨との癒合が遅れるものがあった。
 (4) ゼラチン化異種脱灰骨移植では, 好酸球を混じえた円形細胞浸潤などの組織反応が強くあ
 らわれ, ゼラチン化同種脱灰骨と比較して骨形成は遅れていた。 また, ゼラチン化同種脱灰歯
 は, ゼラチン化同種脱灰骨に比べて骨形成はやや遅れていた。
 (5) 移植片の骨形成促進能と母床骨との癒合状態を検索するのに, ラット頭頂部の骨膜下
 Gnlay graft は簡単で便利な実験方法であることが証明された。
 以上より, ゼラチン化脱灰骨は製作段階での抗原性除去な どのいくつかの課題を克服す れ ば,
 将来自家骨に代わる移植材料として充分実嗣に供し得るものと考え られ, 本研究は臨床的に顎裂
 部閉鎖な どの骨移植にゼラチン化脱灰骨を応胴できる可能性を示 したものと して意義 が大 き い。
 よって, 本論文は学位の授与に値するものと認める。
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